資料相互利用に関するＱ＆Ａ
２００９年４月３日

注：

・このＱ＆Ａは，２００７年４月と２００８年４月に実施したＩＬＬ実績調査時に，参加館から問題点・改善案としていただいた意見を元にＱ＆Ａ形式でまとめたものです。（公）は公共図書館，（大）は大学図書館からのＱです。

・「資料相互利用に関する協定」は「協定」と略し，「東海地区図書館協議会理事館における公立・大学図書館間定期便実証実験」（愛知県図書館の搬送便）は「実証実験」と略しました。

・回答は，東海地区図書館協議会連携・協力検討部会での協議を元に，名古屋大学附属図書館が作成しました。

Ａ．「協定」に関するＱ＆Ａ

	
	題
	Ｑ＆Ａ　内容

	１
	（公）
共通の申込用紙
	Ｑ
	その都度，依頼先の大学図書館さんに確認して申込用紙を送ってもらうのは，お互い大変だと思うので協議会内で統一の相互・複写の申込用紙を作成していただけたらと思います。

	
	
	Ａ
	現状では，Ｗｅｂでの申し込みを行っている公共図書館は少なく，ＦＡＸによる申し込みが多いようです。
共通の申込用紙については，記載事項について種々意見があり，また，現行の申込用紙を変更する場合は，規約改正を伴う図書館もあるようです。

そこで当面，大学図書館で専用の申込用紙がある場合は，資料相互利用受付便覧に申込用紙をリンクしましたのでご利用下さい。

	２
	（公）
郵送料の負担
	Ｑ
	資料の輸送に郵送料等の実費が必要だという事がまず第一に利用しづらくさせているかと思います。
ＩＬＬに関しては，わが図書館においては，「実証実験」を利用した愛知・岐阜・三重・富山・石川各県の公共図書館と，名古屋大学，南山大学，名古屋市立大学とのＩＬＬで要求のほとんどを満たせているというのが現状だということも，利用につながらない一因かと思われます。

	
	
	Ａ
	「実証実験」により相互貸借を行う場合は，日数がかかりますので，「協定」により，依頼館と貸出館とで，直接，郵送する方が，利用者の貸出期間は長くなるという利点はあります。ただし，郵送料金が発生しますので，どちらを重視するかという問題だと思います。


Ｂ．「実証実験」に関するＱ＆Ａ

	１
	（公）
複写物の通函利用
	Ｑ
	雑誌の貸出，または複写物の通函利用ができると良い。

	
	
	Ａ
	雑誌や複写物も通函利用できます。ただし，雑誌の貸出を実施していない図書館もあります（大学図書館は基本的に実施していない）ので，ご注意ください。

	２
	（公）
貸出期間の延長
	Ｑ
	貸出期間をもう少し長くしてほしい。

	
	
	Ａ
	南山大学では，３週間から１か月に貸出期間を延長しました。他の大学でも貸出期間を延長した経緯もありますが，窓口での通常の貸出期間より，相互貸借の貸出期間を長く設定するのは難しいと思います。
「実証実験」により相互貸借を行う場合は，搬送の経由図書館が多く，日数がかかりますので，「協定」により，依頼館と貸出館とで，直接，郵送する方が，利用者の貸出期間は長くなります。ただし，郵送料金が発生しますので，利用者に負担を求められない図書館は，図書館で負担せざるを得なくなります。今後，搬送にかかる日数を短くする方法を検討したいと思います。

なお，「協定」第７条では，「相互貸借に係る資料の貸出期間，１館が同時に借用できる冊数などに係る事項は，貸出しを依頼される図書館（以下「受付館」という。）の定める規程等に拠るものとする。」とあります。

	３
	（公）
搬送日数の短縮
	Ｑ
	公共図書館に比べ，開館状況が異なる為，時間がかかるのでもう少し短縮できる方法があれば良いと思う。

	
	
	Ａ
	大学図書館の休日の変更は難しいため，依頼館と貸出館とで，直接，郵送する方法しかなさそうです。郵送料金が発生しますが，利用者の貸出期間は長くなるという利点はあります。

	４
	（大）
搬送日数の短縮
	Ｑ
	名古屋大学附属図書館では，東海地区図書館協議会加盟の公共図書館との相互貸借・文献複写は「実証実験」を利用している。この便を使用する場合，愛知県図書館および名古屋市立図書館とは搬送便の所要日数が短いが，その他の地域の場合だと基本的に往復２週間を見ておかなくてはならない。利用者に送料負担がない点は評価できるが，搬送にかかる日数の短縮が求められる。

	
	
	Ａ
	搬送便の増便や，独自の搬送便によるルートの近道などが考えられるが，いずれも経費の負担が生じるため，他の方法も検討したいと思います。

	５
	（大）
搬送便の増便
	Ｑ
	本館では「実証実験」がすでに利用者へのILLサービス上，かなり定着してきており，日頃多用させていただいております。現在は試行期間ということもあり，週１回しかデリバリー便が動かないのが少し残念な点です。取り寄せに時間がかかることを理由に利用を断念しているケースもあり，将来の本サービス開始時には便数を増便していただけると利用者サービス上，ありがたいです。

	
	
	Ａ
	実証実験による効果の検証を元に，愛知県図書館で検討していただく必要があります。


Ｃ．「協定」と「実証実験」，その他のＱ＆Ａ

	
	題
	Ｑ＆Ａ　内容

	１
	（公）
横断検索
	Ｑ
	愛知県図書館の横断検索で県内の加盟大学図書館の検索ができるようになると良い。

	
	
	Ａ
	各県ごとにシステムは異なり，また，大学図書館がどの程度検索対象となっているかどうかも異なります。
愛知県では大学図書館は対象となっていません。岐阜県の「岐阜県総合目録（横断検索）」では，５大学等が対象となっています。三重県の「総合目録システム」では，三重大学が対象となっています。静岡県の「おうだんくん（静岡県横断検索システム）」では相互貸借の協定に参加している４大学が対象となっています。

各県立図書館や対象となる大学図書館のシステム構築に経費の伴うことですので，ＮＡＣＳＩＳ Ｗｅｂｃａｔを代替手段として利用していただけないでしょうか。

	２
	（公）
参加大学の増加
	Ｑ
	近年，大学図書館所蔵の専門資料を借りたい利用者が増加傾向のため，ぜひ協力していただける館を増やしてください。

	
	
	Ａ
	名古屋大学では，２００７年２月から，「実証実験」に参加する形で，各学部に所蔵する図書も貸し出しを行うようになりました。
また，東海地区大学図書館協議会の総会等の場で，未参加の大学に参加を呼びかけています。

	３
	（公）
事務連絡の円滑化
	Ｑ
	公共図書館から大学図書館への問い合わせについて，土曜日は大学図書館担当者不在のため，事務連絡が円滑に行うことができないケースが多くあった。

	
	
	Ａ
	大学図書館は，土，日曜日は図書館担当者が不在ですので，「資料相互利用受付便覧」掲載のメールアドレス宛に連絡していただけると，月曜日にはお返事が差し上げられます。

	４
	（公）
複写料金請求
	Ｑ
	複写依頼をした際の料金の請求が，月末請求となる場合がある。この場合，複写物は到着しているが，精算（送金）を行うことができないために，複写したものの交付の際に，料金を一時預かりの形で保管することとなる。複写物と同時に請求書が添付されると，精算（送金）が直ちに処理されるので一時預かりというような便宜的な形をとらずに処理することができるので，改善すべきではなかろうか。

	
	
	Ａ
	国立大学では，国立情報学研究所の相殺制度に参加していない図書館に対しては，会計処理上，月末にまとめて請求するようになっています。一方，私立大学では，複写物と同時に請求書を送付しています。


